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1．はじめに

首都高速道路は，1962 年 12 月に高速 1 号羽田線京
橋～芝浦間の 4.5 km が開通し，2023 年 8 月現在の路
線延長は 327.2 km に達している。東京都と神奈川県
の都県境である多摩川を渡る高速 1 号羽田線の高速大
師橋は 1968 年 11 月に供用されて 50 年以上が経過し
ている。多くの自動車交通による過酷な使用状況など
により，橋梁全体に多数の疲労き裂が発生しており，
都度，点検，補修・補強を繰り返していたが，疲労き
裂の発生が後を絶たないため，構造物の長期的な安全
性を確保する観点から，多摩川を渡河する地点に架か
る延長約 300 m の 3 径間連続鋼床版箱桁橋の架け替
え（更新）を実施した。また，新設橋の車道部には開
断面リブを，横構（横桁）と主桁ウェブの接合は全断
面溶接に改めフィレット構造を採用することで，疲労
き裂が発生しにくい構造とした。また，新設橋は，最
新の設計基準を適用しており，現況より橋桁の自重が
増加するが，それに併せ橋脚も造り替え，河川内の橋
脚は T 型 RC 単柱橋脚から鋼 -RC 複合門型橋脚に構造
を変更した。

2．全体施工概要

一般的な橋梁の架け替えは数年を要するが，通行止
めによる社会的影響を考慮し，新設橋の大部分を事前
に完成させた状態で架け替えを行うことで通行止めを
2 週間に短縮する計画とした。本工事の全体施工ス

テップ図を図─ 1 に示す。
Step1 として，供用中の既設橋付近の河川内で新設

橋脚の構築，ベント設備の設置を行った。河川内新設
橋脚は鋼管矢板井筒基礎工法により施工した。ベント
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図─ 1　本工事の全体施工ステップ図
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設備は，桁の横取り架設に必要な位置に鋼管杭を打設
し，その直上に架設桁を設置する構造である。

次に Step2 として，下流側に設置されたベント設備
上で新設桁の組み立てを実施した。河川内のベント設
備は工事期間中の河積阻害率を低下させるため，最小
限の配置とし，P4-P5 間と P5-P6 間は大ブロックの状
態でベント設備上へ 2022 年 4 月と 5 月にそれぞれ台
船一括架設を実施した。また，P6-P7 間については，
トラベラークレーン工法により，2022 年 6 月から 10
月にかけて新設桁の組み立てを実施した。その後，通
行止め期間中の作業量を極力減らすために，新設桁上
で，照明設備の配線や照明柱の設置，壁高欄，標識柱
の設置，舗装の一部等を可能な限り施工した。

そして，Step3 ～ 4 において 2023 年 5 月 27 日から
6 月 10 日にかけて高速本線を 2 週間通行止めにし，
高速大師橋の架け替え工事を実施した。架け替え方法
は横取り一括架設を採用した。架け替えに伴う横取り
工，その他，橋脚の接合や舗装等の橋面工，各種検査
等を行った後に，交通開放し，生まれ変わった高速大
師橋が供用した。

Step5 では，既設橋脚や既設桁，河川内のベント設
備等を撤去するとともに，恒久足場の設置等を実施
し，工事の完成となる。

3．新設橋の組み立て

全体施工ステップの Step2 における下流側での新設
橋の組み立ては主に台船リフトアップ架設とトラベ
ラークレーン架設を併用した。

河川上の 2 径間（P4-P6 間）は，横浜ヤードにて地
組立した長さ約 132 m，重さ約 1,900 t の P5-P6 間の
ブロックを 2022 年 4 月に，有明ヤードにて地組立し
た長さ約 82 m，重さ約 1,300 t の P4-P5 間のブロック
を 5 月にそれぞれ浜出し，曳航および現地で台船リフ
トアップ架設を行った（写真─ 1，2）。その後，
P4-P6 間の新設桁上にトラベラークレーンを組み立
て，P6-P7 間の桁架設，現場溶接等を行い 2022 年 10
月に新設桁の組み立てが完了した（写真─ 3）。

新設桁の組み立てが完了した後，通行止め期間を極
力短くするため，通行止め前に以下の施工を行った。
・壁高欄，中央分離帯（伸縮装置周辺を除く）
・基層グースアスファルト舗装（伸縮装置周辺を除く）
・照明柱，電力・通信ケーブル
・標識柱および標識　等

写真─ 1　大ブロック浜出し

写真─ 2　大ブロック曳航

写真─ 3　トラベラークレーン架設
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4．高速本線通行止めを伴う横取り一括架設

前述のとおり，高速本線を通行止めし，橋桁の横取
り一括架設を実施した。通行止め直前の高速大師橋を
写真─4 に示す。通行止め期間は2023年5月27日（土）
から 2023 年 6 月 10 日（土）の 2 週間であり，通行止め
範囲は，高速 1 号羽田線平和島出入口・東海ジャンク
ションから高速神奈川 1 号横羽線大師出入口である。
横取り架設計画図を図─ 2 に示す。

新設橋の横取り設備盛替えでは，既設橋台車の PC
鋼線を解放してウィンチで引き戻し新設橋台車に固定
し直す等の作業を行った。既設橋の横取りではベント
に沿った方向（河川の流れ方向）の移動のみであった
が，新設橋の横取りでは，新設橋と周辺の建物が干渉
しないよう，ベントに対し斜め方向に移動する必要が

あるため，ベント直角方向も加えた 2 方向のジャッキ
を用いて横取りした。基本的にベントに沿った方向の
横取り設備は既設橋と同じであるが，ベント直角方向
は新設桁に設置したテーパー架台にクランプで固定し
た H 鋼クランプジャッキを介して，クレビスジャッ
キの押し引きによって移動させた。横取り後は桁端部
材の架設，ジャッキダウン，桁位置調整を実施した。

今回の新設橋の横取りは 2 種類の横取り装置（ダブ
ルツインジャッキ・クレビスジャッキ）を組み合わせ
た使用となり，施工の確実性・安全性を確認するため，
実際のジャッキを用いた施工試験を事前に行い施工性
を確認した。

横取り後は位置調整完了の上，中間支点である P5，
P6 橋脚において，予め河川内に施工していた新設橋
脚と新設桁に取り付けられた柱の上端部を溶接した。
溶接箇所では，上側の板厚を 70 mm，下側の板厚を
95 mm にし，この板厚差で横取り時における施工誤
差を吸収した。2 週間で架け替えを遅延なく終えるた
め，雨天の場合には作業が困難である溶接作業も予定
通り実施できるよう，新設橋脚上に風防設備を設置し
て確実な工程管理を実施した。

通行止め期間中，台風の影響により一時作業中止と
なったが，前後の工程管理を確実に実施することで，
通行止め中に予定していた全ての工事を無事に完了す
ることができた（写真─ 5）。

写真─ 4　集中工事直前の高速大師橋

図─ 2　横取り架設計画図
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5．おわりに

安全確認等，開通に必要な検査や手続きを経て，6
月 10 日に交通開放した。

本工事は 2 週間という限られた時間の中で既設橋の
撤去・新設橋の架設を無事に施工することができた。
これは本工事の関係者が高速大師橋架け替え工事に真
摯に向き合い議論を重ねてきたからこそである。本誌

面をお借りして厚く御礼申し上げる。
今後の高速大師橋更新工事では，横取りに使用した

ベント設備や既設橋，既設橋脚を撤去するとともに，
恒久足場の取り付け等を順次進めていく予定である。

�
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